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　本稿の課題は、教育実践の場から、現在の「生徒の学び」の実態を伝えながら、「読書」経験
が「平和」を考えるためにどのような意義を持てるか、という３者の関係を考察することにあ
る。そこで、本稿はそこに「現代メディア」という導きの糸を差し込むことで、この３者を結ぼう
と試みたい。 
　「先生、歴史って何の役に立つんですか。」高等学校で教壇に立ってからの５年の間に、毎年
生徒から尋ねられた。その度に、E.H.カーの「過去と現在の対話」やら、フィッツジェラルドの『グ
レート・ギャツビー』の一節、「絶えず未来に押し戻されながら、過去に手を伸ばしてしまう人の
営み」と答えてみるやらしてきたが、果たしてそれは生徒の知りたかったことか。人から借りた言
葉を繰り返すレコーダとなって、自分自身でも本当は歴史に何ができるのか、疑っていたように
も思い返される。 
　2022年2月末から、状況が変わった。「教科書の中の出来事」「遠い国」「離れた時代」の出
来事であった戦争と侵攻が、リアルな現象として、特にデジタルメディアやSNSによって、即時に
生々しい現実に直面せざるを得なくなった。 
　しかし、それによって「歴史の大切さを分かった」などとはならない。現実には、生徒たちは
「あまりに重いから見てない」「ニュースを見るのが辛い」という。考えてみればそれが自然な反
応ではないか。SNSメディアという、情動を通貨として、コミュニケーションそのものが資本化さ
れたメディアの中で生きる私たちや生徒たちの世代にとっては、日々情報として消費しているはず
の「リアル」が、自分達の想像を超えた形で立ち現れた時に、その生々しさは受け取りがたい。 
　ロシアの侵攻は、その意味において、当初は歴史の大切さではなく、むしろ無力さを改めて突
きつけた。日々の授業の中で歴史は、「過去」として今の私たちからは隔絶して遠い。しかし、
ひとたび「歴史」が目の前に現れると、私たちが受け止めうる大きさを超えた存在として立ち現
れる。その時に、教師の側から「これは意義があることだから」とウクライナの授業をしたとし
てそれは生徒に届くのか。そこに現実に苦しんでいる人々がいる、その現実を目にしながら彼ら
の生と苦しみを、単に授業として、安全な安全な立場から消費してしまうことの「暴力性」の責
任を、一体どうやったら引き受けうるというのか。 
　特に後者の、教材化という教育的営みが持つ暴力性の問題は、ウクライナの問題だけでなく、
新学習指導要領で歴史の授業に対して求められている「現代的な課題を考える」上では、常につ
きまとう。 
　神奈川県立横浜国際高校は、帰国枠もある国際科の高校であり、多様なバックグラウンドを持
つ生徒たちが在籍している。今回の問題について、授業実践をおこなったきっかけは、「重た
い」という声に混じって「ロシアにルーツを持つ友達がいる。その子は最近とても心が痛いと
言っていて、私はその子にどう向き合えばいい。」と尋ねてきた生徒がいたためである。ウクライ
ナの問題について、本校には当事者としてその現場に向き合っている生徒がいるとともに、避難者
や、ロシア・ウクライナにルーツを持つ人々、彼らの痛みにどう向き合うのかという問題を通じ
て、この問題は日本においても切実性の高い課題であることを生徒から学んだ。 
　そこで、授業を「ウクライナの問題を、日本に生きる私たちがどう向き合えるのか」とし、生
徒とともに探究学習に臨んだ。授業実践はNHK、ニュース７を通じて報道されたが、その中で生
徒たちが「無知こそが一番の暴力だと思った。」、「何も考えない「大衆」でいたくない、自分



自身で物事を知って、自分の考えを持っていたい。」とインタビューに対して応答していたこと
は、授業実践のささやかな成果であったと考えている 。 1

　また、授業実践を通じて生徒の感想として上がってきたのは、「研究者も迷うんだ、迷うこと、
躊躇うことが悪いことではないんだ。」「資料で得た見方によって、ニュースを目の当たりにした
ときに一呼吸置くようになった。」という声であった。授業の中では、現代メディアにおける情
動性の問題を考えるために、伊藤(2017)『情動の社会学 』を、研究者たちが問題にどう向き合っ2

ているかを考えるために、ロシア史研究者の池田嘉郎の研究ブログ を引用しながら考察をおこ3

なった。この点、生徒は活字化された読書経験、テクスト読解の経験を通じて、現代メディア的
な情報のインスタントな消費、情動的消費経験に対して、一定の批判的視座を得たようである。 
　現代メディアの環境は、つとに「速い」。その速さゆえに、「迷い」が許されない言説環境の
中に我々は立たされているように思われる。「読書」という経験は、その逆であるように思われ
る。専門書の精緻な「遅さ」も、文学の中の「迷い」も、現代メディアの中でこぼれてきた、人
の営み、他者と真摯に向き合うための手立てであるように思われる。
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